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あらまし：金沢大学では，スーパーグローバル大学創成支援事業の採択やクォーター制の導入を機に，次

世代教務システム，および，全学ポータルシステムである「アカンサスポータル（1）」のリプレイスを進め

ている．教学戦略を支える中核システムとして，教学・学生支援系サービスとの融合，多言語化，n学期

制，発生源入力に対応するなど，今後も変化を続ける大学の環境に柔軟に対応できるものである．また，

Web シラバスシステム，授業料免除システム，債権管理システムなどの関連システムについても，データ

の共有・自動連携などで運用の効率化，利用者の利便性向上を目的として，あわせてリプレイスする．本

稿では，これらのシステムの開発思想や役割について述べる． 
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1. はじめに 

金沢大学では，スーパーグローバル大学創成支援

事業の採択（2）やクォーター制の導入など，教学環境

の改革が進んでいる．現行の教務システム，ポータ

ルシステムなどは，これらの制度に対応しておらず，

制限がある状態で運用している．今回，その改善，

さらには，今後も変化を続けるであろう教学環境に

柔軟に対応できるよう，次世代システムへのリプレ

イスを行っており，2017年度後期の運用を予定して

いる．本稿では，リプレイス中のシステムの開発思

想や役割について述べる． 

 

2. 開発思想 

現行のポータルシステムの教育支援系の機能は，

教務システムのデータを利用している．教務システ

ムのリプレイスにより，データ構造が大きく変更さ

れ，ポータルシステムにも大きな改修が必要になる． 

ポータルシステムは運用を開始してから既に 8 年

が経過しており，要望にあわせて機能を改修し続け

てきた結果，管理コストの増大，ユーザインターフ

ェースの不一致，機能の煩雑化などの問題が生じて

いる．そのため，大きな改修を行うよりは新しく開

発する方が，将来的なメリットが大きいと判断し，

次世代教務システムのリプレイスにあわせて，新規

開発することとした．ただし，すべての機能を新規

開発することは，コスト，開発期間の問題があり難

しい．そのため，小修正で対応可能な機能は，次世

代ポータルから機能を呼び出す形で再利用すること

にした． 

ポータルシステム運用時は，時間割・休講通知・

授業アンケートなどの教育支援系の機能は，製品と

して存在しなかったため独自に実装を行ってきた．

今回の次世代教務システムではパッケージの一つの

機能として実装することで，利用可能な教育支援系

は，機能を移管して開発しない方針とした．利用者

への連絡は，外部向けの APIを準備し，アカンサス

ポータルのメッセージ機能のみ利用する形とし，連

絡経路を統一化して利用者の利便性の向上を図る．

メールアドレスは，データ連携により一元化する． 

LMS は従来の通り全学向けの WebClass と留学生

向けの Moodle の二つのシステムと自動連携し，ス

ムーズに利用できる仕組みとした．ただし，教務シ

ステムと LMS が直接連携すると，LMS の仕様変更

や，別の LMS を利用する場合，対応が難しくなるた

め，ポータルシステムが仲介して利用する形とした． 

今回のリプレイスの大きなポイントは，多言語化，

n学期制（1,2,3,…,n）への対応，利用者への連絡方法

の共通化，ペーパレス化を前提に，教学・学生支援

系情報サービスの統合を行うことである．また，発

生源入力を徹底させるとともに，ポータルシステム

を中心とした情報システム間のデータ流通網を拡充

し，保有情報管理コストの削減，保有情報の活用を

可能にし，今後ますます重要になってくる IRも視野

にいれた設計とする．さらに，利用者用システムは

Web 化することで認証機構を KU-SSO（3）に統一，管

理用アプリは， LDAP 認証で同じ ID で利用可能に

し，利便性とセキュリティの向上を図る． 

これら開発思想のもと，利用者の利便性向上，業

務負担の軽減，開発・管理・運用コストの削減，学

内のデータの融合化（4）を実現し，今後も変化を続け

る大学の環境に柔軟に対応できるように進めている． 

図 1に次世代システムにおける役割，データ連携，

認証連携，および，主要機能の概要を示す． 
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図 1 システムの全体概念図 

 

3. 次世代システムの構築 

リプレイスを行うシステムのうち，代表的なシス

テムについて概要と設計思想を述べる． 

 

3.1 教務システム 

学籍情報・授業情報・成績情報・履修情報などを

管理，利用するシステムである．次世代では，10 年

後の制度の変更を見据えて，柔軟に対応できるよう

仕様策定を行った．従来では，授業の時間割情報を

共有・決定するにあたり，Excel や紙媒体を使用して

いたが，ワークフローの導入で効率化し，本システ

ムのみで登録が可能となる．発生源入力を原則とし，

紙媒体で行っていた業務を直接システムに登録する． 
 

3.2 アカンサスポータル 

金沢大学が独自開発したポータルシステムで，

2009 年から全学ポータル（1）として運用している．

各システムの玄関としての役割や，メッセージ・お

知らせ等の通知機能，スケジューラーなどの機能を

実装している．次世代では，必須機能のみに開発を

絞る．独自のデータ構造できるだけ排除し，汎用的

な仕様で開発を進めることで，今後の制度変更にも

柔軟に対応可能である． 

 

3.3 授業料免除システム 

学生の入学料・授業料免除申請を学力・家計基準

等を基に判定するシステムである．現在は判定のみ

で利用し，申請はすべて紙媒体である．そのため，

受付，書類チェック，データ入力に膨大な時間を要

し，学生と職員の相互での負担が大きい．次世代で

は，山口大学のシステム（5）を参考に，更なる自動化

を進め，学生が直接システムに，申請者情報や家族

情報，世帯収入，特別控除等を入力して申請する．

その後，窓口に所得や控除の確認等に必要な書類の

みを提出し，内容確認とデータ訂正を行うことで判

定を可能とし，大幅な業務改善が見込まれる． 

 

3.4 その他関連システム 

その他，授業内容を掲載する Webシラバス，入学

料や授業料の管理を行う債権管理システム，成績証

明書，健康診断書などを発行する証明書発行システ

ムを導入予定である．現行は，別会社のシステムが

動作しており，CSV ファイルなどで手動登録するこ

とが多く，データの不整合が発生するなど手間がか

かっている．教務システムのパッケージの一部とし

て導入することで，すべてのデータは共有化，また

は自動連携し，業務改善が見込まれる． 

 

4. まとめ 

現行システムで稼働している機能を活用し，各シ

ステムの役割分担の明確化，データの融合化を行い，

効率的にリプレイスを進めている．次世代システム

では，多言語化対応，発生源入力，n学期対応などの

新機能が導入され，利用者の利便性の向上と大幅な

業務改善が期待できる．そして，教学戦略を支える

中核システムとして，教学・学生支援系サービスと

融合し，今後も変化を続ける大学の環境に柔軟に対

応可能なシステムとなったと言える． 
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